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河
川
の
源
流
域
や
上
流
域
に
お
い
て
、
自
然
の
景

観
が
残
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
改
修
す
る
際
に
は
、
治

水
対
策
を
行
い
な
が
ら
も
、
周
辺
環
境
と
の
調
和
を

配
慮
し
て
整
備
し
、
「
水
辺
づ
く
り
」
を
進
め
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
。
「
水
と
緑
と
歴
史
の
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
」
構
想
の
一
環
と
し
て
昭
和
六
十
年
度
か
ら
開

始
さ
れ
た
。

１

自
然
を
大
切
に
す
る
地
域
の
活
動
の
積

み
上
げ

　
瀬
谷
区
で
は
、
瀬
谷
区
の
谷
戸
地
に
計
画
さ
れ
た

ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
反
対
す
る
住
民
運
動
を
き
っ
か
け

と
し
て
「
瀬
谷
の
緑
を
そ
だ
て
る
会
」
が
十
年
以
上

も
続
き
、
瀬
谷
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
大
切
に
す

る
と
い
う
区
民
の
思
い
が
伝
え
ら
れ
て
来
て
い
る
。

特
に
、
和
泉
川
の
源
流
に
は
、
豊
か
な
自
然
が
残
さ

れ
、
ホ
タ
ル
の
観
察
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ

に
は
、
環
境
、
子
育
て
、
高
齢
者
介
護
、
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
の
自
主
的
な
活
動
と
町
内
会
・
自
治
会
な
ど

の
活
動
が
ゆ
る
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、

両
者
を
つ
な
ぐ
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
存
在
し
て
い
る
。

彼
女
は
、
区
役
所
の
職
員
と
日
頃
か
ら
接
触
し
、
地

域
に
何
か
変
化
を
与
え
る
よ
う
な
計
画
や
事
業
が
あ

れ
ば
情
報
が
欲
し
い
、
と
言
い
続
け
て
来
た
。
こ
の

よ
う
な
地
域
の
活
動
と
そ
の
積
み
上
げ
が
、
地
域
の

施
設
の
あ
り
よ
う
を
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

２

区
役
所
が
地
元
と
事
業
を
つ
な
ぐ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

　
瀬
谷
区
役
所
区
政
推
進
課
企
画
調
整
係
長
は
、
次

年
度
の
「
区
内
主
要
事
業
調
書
」
を
見
て
、
瀬
谷
市

民
の
森
で
小
川
ア
メ
ニ
テ
ィ
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
こ
の
ま
ま
行
政
が
一
方
的
に
進
め

る
と
反
発
が
予
想
さ
れ
る
と
考
え
、
連
合
町
内
会
に

相
談
、
町
内
会
や
「
瀬
谷
の
緑
を
そ
だ
て
る
会
」

「
こ
の
は
塾
」
等
の
市
民
グ
ル
ー
プ
へ
の
説
明
会
を

企
画
し
た
。

※
「
こ
の
は
塾
」
と
は
、
瀬
谷
区
が
『
水
と
緑
と
文

化
の
ま
ち
づ
く
り
調
査
』
（
平
成
五
年
三
月
）
の
一

環
と
し
て
、
市
民
に
呼
び
か
け
て
つ
く
っ
た
組
織
で

あ
る
。何

故
石
積
護
岸
に
！
最
初
の
地
元
説
明

会
は
紛
糾

　
平
成
五
年
六
月
、
下
水
道
局
に
よ
る
事
業
概
要
の

説
明
会
が
行
わ
れ
た
。
出
席
者
は
主
と
し
て
「
瀬
谷

の
緑
を
そ
だ
て
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
、
メ
ン
バ
ー

の
中
に
は
、
地
元
の
連
合
町
内
会
長
も
含
ま
れ
て
い

た
。
説
明
会
で
は
、
従
来
の
石
積
護
岸
の
小
川
ア
メ

ニ
テ
ィ
事
業
に
対
す
る
批
判
や
「
な
ぜ
今
の
ま
ま
で

は
い
け
な
い
の
か
」
と
い
う
疑
問
が
出
さ
れ
た
。
ま

た
、
「
整
備
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
生
き
物
の
生
息
で

き
る
整
備
と
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
も
出
さ
れ

た
。

　
同
年
九
月
、
連
合
町
内
会
長
、
町
会
長
に
対
し
て

「
瀬
谷
町
小
川
ア
メ
ニ
テ
ィ
」
「
瀬
谷
第
２
市
民
の
森
」

の
説
明
会
で
も
、
「
水
源
を
壊
す
よ
う
な
整
備
に
は

反
対
だ
」
「
動
植
物
が
生
息
し
や
す
い
整
備
を
」
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
自
治
会
・
町
内
会
、
市
民
グ
ル
ー
プ
も
地
域
の
要

望
は
一
致
。
そ
の
後
地
権
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
も

「
川
幅
を
広
げ
て
ほ
し
い
、
あ
ぜ
の
土
手
が
崩
れ
な

い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
、
水
量
が
減
ら
な
い
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

悩
ん
で
出
会
っ
た
そ
だ
工
法
を
提
案

　
下
水
道
局
の
担
当
職
員
は
、
自
然
環
境
の
活
動
の

経
験
を
積
む
市
の
職
員
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
ア
ド

バ
イ
ス
に
よ
り
、
新
潟
で
開
か
れ
た
多
自
然
型
の
河

岸
整
備
の
勉
強
会
に
参
加
し
た
。
担
当
職
員
は
、
そ

こ
で
「
そ
だ
」
を
使
っ
た
工
法
に
出
会
い
、
ヒ
ン
ト

を
得
る
。

　
平
成
六
年
一
月
、
町
内
会
、
市
民
グ
ル
ー
プ
合
同

データ
上流域の様子そだ工法による護岸
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の
「
瀬
谷
小
川
ア
メ
ニ
テ
ィ
」
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、

下
水
道
局
か
ら
、
従
来
型
の
整
備
案
と
「
そ
だ
」
を

取
り
入
れ
た
多
孔
質
の
整
備
案
が
提
案
さ
れ
、
話
し

合
い
が
行
わ
れ
た
。

勉
強
会
の
実
施

　
　
「
検
討
会
」
の
後
、
行
政
と
市
民
が
一
緒
に
現
地

を
歩
い
た
り
、
市
内
や
他
都
市
の
小
川
ア
メ
ニ
テ
ィ

の
施
工
事
例
を
用
い
て
勉
強
会
を
実
施
。
そ
だ
工
法

に
よ
る
整
備
内
容
に
賛
同
が
得
ら
れ
た
。

　
同
年
三
月
、
下
流
部
分
の
整
備
が
そ
だ
工
法
に
よ

り
実
施
さ
れ
た
。
川
幅
も
十
セ
ン
チ
ず
つ
広
げ
ら
れ

た
。

６

市
民
の
高
い
評
価
、
二
期
工
事
は
計
画

づ
く
り
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

　
平
成
六
年
六
月
と
七
月
、
以
降
の
整
備
に
つ
い
て

の
検
討
会
が
開
か
れ
昨
年
度
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

住
民
と
行
政
が
話
し
合
っ
て
決
め
、
す
ば
ら
し
い
整

備
に
な
っ
た
、
と
い
う
高
い
評
価
が
得
ら
れ
た
。
こ

の
経
験
を
踏
ま
え
、
住
民
と
行
政
が
い
っ
し
よ
に
現

地
を
歩
き
、
意
見
、
要
望
を
図
に
ま
と
め
、
こ
れ
を

も
と
に
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
行
こ
う
と
い
う
方
針

が
確
認
さ
れ
た
。

　
今
後
、
市
民
が
計
画
づ
く
り
や
水
路
の
維
持
管
理

に
参
加
し
て
い
く
た
め
の
組
織
と
し
て
「
和
泉
川
の

源
流
を
楽
し
む
会
」
も
設
立
さ
れ
た
。

　
管
理
に
つ
い
て
は
、
瀬
谷
市
民
の
森
の
愛
護
会
、

水
田
の
耕
作
を
行
っ
て
い
る
地
権
者
、
和
泉
川
の
源

流
を
楽
し
む
会
と
行
政
の
役
割
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。

７

ト
ン
ボ
池
づ
く
り
も
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
で

　
平
成
七
年
の
小
川
ア
メ
ニ
テ
ィ
事
業
は
休
耕
田
の

部
分
の
「
自
然
池
づ
く
り
」
を
行
っ
た
。
池
を
作
る

こ
と
は
、
小
川
と
そ
こ
に
生
息
す
る
生
き
物
を
生
か

す
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
た
ん
ぼ
の
た
め
に
は
冷
た

い
流
れ
を
一
時
溜
め
て
お
く
こ
と
も
必
要
だ
か
ら
で

あ
る
。
池
づ
く
り
は
、
「
楽
し
む
会
」
、
土
木
事
務
所
、

下
水
道
局
、
区
役
所
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
行
わ
れ
た
。
バ
ス
を
借
り
切
っ
て
、

中
区
の
本
牧
市
民
公
園
、
港
北
区
鴨
池
公
園
、
金
沢

区
大
道
小
学
校
の
見
学
会
を
し
た
後
、
手
作
り
の
文

字
通
り
泥
ま
み
れ
の
池
づ
く
り
の
共
働
作
業
と
な
っ

た
。
素
人
で
無
理
な
と
こ
ろ
は
、
結
局
専
門
家
に
任

せ
、
複
雑
で
本
格
的
な
池
を
つ
く
り
上
げ
た
。
「
楽

し
む
会
」
は
、
湧
水
の
調
査
を
行
う
等
し
て
池
に
水

を
引
き
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。
和
泉
川
源
流
部
分
の

維
持
管
理
を
廻
っ
て
「
瀬
谷
市
民
の
森
」
愛
護
会
と

「
楽
し
む
会
」
は
役
割
分
担
を
行
い
、
愛
護
会
は
市

民
の
森
の
下
草
刈
り
を
、
「
楽
し
む
会
」
は
池
の
管

理
と
市
民
の
森
保
護
区
部
分
の
草
刈
り
の
管
理
を
行

う
こ
と
と
し
た
。
平
成
八
年
十
一
月
に
は
地
権
者
を

中
心
と
す
る
「
愛
護
会
」
と
「
楽
し
む
会
」
が
協
力

し
あ
っ
て
市
民
の
森
二
十
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
和
泉
川
源
流
の
環
境
保
全
と

い
う
具
体
的
な
テ
ー
マ
と
作
業
を
通
し
て
、
市
民
相

互
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
南
西
部
農
政
事
務
所
、

土
木
事
務
所
、
瀬
谷
区
役
所
の
行
政
間
の
理
想
的
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
成
立
し
た
。

特
集
・
市
民
参
加
の
実
践
①
市
民
参
加
実
践
事
例
集

図　主な出来事
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